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第 １ 章 解 説

本儀式は、小規模な団内グループ ( ロ ッ ジ単位程度）が、簡易な準備で行える霊的集合儀式
（A s t r a l Temple W o r k i n g ） として作成した。従って、実行儀式よりも簡略化した部分がある。
《春秋分点》は、「均衡と調和」を表象する宇宙的な時刻である。年に２回の分点において、
太陽の運行または振動と地上の四大元素が融合する。本儀式は、原則的に春分点の前後４８時
間以内に実施すること。本儀式では、ティファレト神殿を核として実践する。
儀式内容は、《黄金の夜明け団》の「竜の天球」と結びついている。本儀式においては「這
い回る術式」が用いられており、ティファレト神殿のなかにイェツィラーのマルクトの地を投
影する。儀式に関連する魔術理論については、『黄金の夜明け魔術全書』下巻「北極周辺の４
エースに象徴される諸力の渦巻き周天の法則」を参照すること。

１ 司 官 の 配 置
ａ 司官の指定
本儀式に必要な司官の人数は、次の４人である。
それぞれの太守（ドミヌス）は男性形の天使を、貴婦人（ドミナ）は女性形の天使を神
の姿形として纏う。それぞれの天使はＭＬＫＩＭ天使団に属し、神名ＩＨＶＨの各１文字
を体現する≪聖名を冠するメレク≫である。

DOMINUS V A S T I T A S （ＤＶ）砂漠の太守 ＝Ｉ＝ＩＶＫＡＬ（ヨカエル）
DOMINA P O N T U S（ＤＰ） 深淵の貴婦人＝Ｈ＝ＨＱＬＡＬ（ヘクラエル）
DOMINUS A U R O R A （ＤＡ） 夜明けの太守＝Ｖ＝ＶＩＮＡＬ（ヴァナエル）
DOMINA B O R E A L I S（ＤＢ） 極北の貴婦人＝Ｈ＝ＨＩＮＡＬ（ヒナエル）

ｂ マラキムの召喚
四人の司官は、ティファレト神殿のなかでマラキムを召喚し、ヨカエルの呼びかけで
「肉の衣を去る」までは、実効上の天使として活動する。ちなみに天使の言う「肉」とは、
魔術師の「光体」のことである。

「ヨカエルのテレズマ的イメージ」
全体的にオリエント風の印象的な男性形の天使。光翼はほぼ開ききった形で、強い輝き
を周囲に放射している。ルビーの額飾りを繋ぐ紐が緑色の光沢をもつ剛い黒髪を束ねてお
り、それとは対照的にアルビノのように色素の抜けたアラバスターの肌に深紅の瞳が額飾
りの宝石の輝きを写したように強烈な光を放っている。唇の紅さと濃い髭も印象的だ。ス
ミレ色の胴着は一枚の厚地の布で出来ており、剥き出しの両腕は、生命力が血肉となった
ように筋肉質の張りのある肌が露呈しており、上腕部には赤と黄の三角形を組み合わせた
模様のバンドを、手首には磨いた胴のリングをはめている。赤い分厚い革の剣帯から２本
の支え紐が伸び腰の後ろで吊した途方もない幅広の大剣を留めている。黄色いキルトのよ
うな腰布の下には薄い黄色のタイツに包まれた逞しい脚が伸びている。足は革サンダルに
包 ま れ て い る 。

「ヘクラエルのテレズマ的イメージ」
豊かな感情の広がりを感じさせる女性形の天使。光翼は、この天使の全身を左右から包
み込むように展開され、同時に世界をも包み込んでいるようだ。サファイヤのティアラの
下に、ヴェネチア金髪めいた柔らかい金色のくすみをもつ赤毛がひろがり、面長の顔を包
んでいる。銀白色の糸で織られた布地が喉元から手首までを覆っているが、それを包み込
むように、細身の身体の線を浮き上がらせながら長大な青いマントが、緩やかな曲線を描
いてうねっている。均整の取れた脚は同じく黄色の布で織られたスカートに包まれている。
足は裾に隠れて見えない。天使はエジプト風の羽毛の杖を両手に提げている。

「ヴァナエルのテレズマ的イメージ」
全体的に頑丈で、しかし軽快な印象を与える少年の風貌を残す男性形の天使。光翼は、
凝集したオーラの波となって半ば開いた山形の光の渦を背後から放射している。オパール
の額飾りを繋ぐ紐が軽く乱れたオリーブ色の短い髪を束ね、永久の宇宙を見通す英知を宿
した目が、鋭角的だが顎の強く張った顔に光を与えている。緑灰色のシャツの深い襟首が、
渋みのある茶色の革の袖無しジャケットから突き出ている。ジャケットの全面には羽を象
った模様が縫い取ってある。中世的な赤革の半ズボンからは、右脚が太陽の黄金色、左脚
が空の青色のタイツが突き出ており、緑の鋭角的なつま先をもつ革靴が、脚の下半分を覆
っている。ヴァナエルは後ろ手にカドケウスに似た翼のある蛇の杖をもつ。
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「 ヒ ナエルのテレズマ的イメージ」
秘められた激情を予感させる緊迫した雰囲気を漂わせる女性形の天使。この天使は全開
の光翼を襲いかかる鷲のように広げているが、同時にその奔流のようなオーラの流れは、
落下する星々の世界を支えているようでもある。エメラルドのティアラの下に、挑発的な
鮮明な赤毛の髪がひろがり、やや険しい表情のなかに切れ長の目、肉感的な唇が東洋風の
美貌を形成している。細い繊細な胴体は、豊満な乳房を露わにしたうすぎぬで覆われ、安
定した腰からすらりとした伸びた脚は、クレタ風の黄土色のスカートに覆われている。素
足の指には、エメラルド色のペデキュアが施されている。天使は歪曲した刃をもつ鎌を手
にしている。

天使ヨカエル（ヨド：天上の「火」） 天使ヘクラエル（ヘー：天上の「水」）

天使ヴァナエル（ヴァウ：天上の「風」） 天使ヒナエル（ヘー：天上の「地」）
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２ ア ス ト ラ ル 神殿の構造
ａ ティファレト神殿の配置

東
神殿は正八角形で構成され、
各壁には小径の扉が開いている。 ○ 柱 柱 ○
方位は、地上の四大とは、
対応していない。獣帯配置に 宝 瓶 ☆
関連するので注意すべきで 祭 壇
あ る 。

天 蠍
祭 壇

☆
主祭壇 ☆

金 牛
祭 壇

☆は、四方位の玉座を
示す。 獅 子
なお、図は概念図であり、 ☆ 祭 壇
縮尺なども均等ではない。

西

２本の柱：神殿の東正面の左右に、白く輝く大理石の柱が床から天井までそびえている。
四つの玉座：四方位の壁の中央に巨大な玉座があり、司官の座となる。
宝瓶祭壇：通常の祭壇に、薔薇色の絹布が正方形に折り畳まれている。

小さな香炉（フランクインセンス）、薔薇色の蝋燭（片手持ちの蝋燭立）、
ピンクの花びらを入れた小さなボウル

天蠍祭壇：祭壇に、青の絹布が正方形に折り畳まれている。
小さな香炉（パイン）、青の蝋燭（片手持ちの蝋燭立）、
ワインと水を入れた杯

獅子祭壇：祭壇に、深紅色の絹布が正方形に折り畳まれている。
小さな香炉（シナモン）、赤の蝋燭（片手持ちの蝋燭立）、
綺麗な砂を入れた小さなボウル

金牛祭壇：祭壇に、金色の絹布が正方形に折り畳まれている。
小さな香炉（ハッカ）、薔薇色の蝋燭（片手持ちの蝋燭立）、
胡麻の種を入れた小さなボウル

主 祭 壇：黒の大型二重立法祭壇。儀式の開始時には何も置かれていない。
儀式終了時の供物の配置は、下図のとおり。
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ｂ テ ィ ファレト神殿における方位

○ ○ 便宜上、ティファレトから見て左図の上方を東、
右方を南、左方を北、下方を西と呼んでいる。
神殿の八方位の壁は、正八角形に再配置された

○ ○ ティファレトから伸びる小径に対応している。
ただし、四つの玉座は遊動する。それを固定し

◎ たのは四つのケルブであり、神殿の床に投影され
た宮、より正確に言えば、北極点を囲む四つのエ

○ ○ ースに対応する不動宮（獅子、天蠍、宝瓶、金牛）
に重りを下ろしている。この位置が、這い回る竜

○ が「とぐろ」を巻く場である。
儀式では、四司官が竜を模して動くとき、順序の
入れ替わるポイントでもあった。

すぐに気づくだろうが、この玉座の方位象徴は、小径とは一致しない。
しかし、無関係でもない。

ｃ 這い回る術式
本来は、Ｉ－Ｈ－Ｖ－Ｈ（ＤＶ－ＤＰ－ＤＡ－ＤＢ）となる周行順序だが、
獣帯のエースの場による引力と竜自体の結合力の組み合わせで、四つの渦、
つまり、「とぐろ」を巻く。その渦を通過する度に先頭が後尾に入れ替わる
運動を行い１巡すると元に戻る。

東－人間－風
周行順序 周 行 順 序
Ｈ－Ｉ－Ｈ－Ｖ Ｖ － Ｈ － Ｉ － Ｈ

北 南
牡牛 蠍
地 水

周行順序 周 行 順 序
Ｉ－Ｈ－Ｖ－Ｈ 西－獅子－火 Ｈ － Ｖ － Ｈ － Ｉ

３ 身 辺 の 準 備
ａ 部屋の準備
部屋を暖かくし、プライバシーを保護できるような態勢づくりをする。（家族に部屋に
入らないように断ってからドアの鍵を閉める等）、携帯電話、アラームの類はあらかじめ
切っておく。部屋の中央に椅子か、ソファーを置き、その他の不要なものを片づける。
ｂ シナリオ
シナリオ文書を一部、手軽に確認できる場所に置く。シナリオの流れを暗記できなかっ
たら、自分以外のパートの台詞とト書をテープに吹き込んでおく。
ｃ 直前の手順
開始する前に手を洗い（儀式的沐浴）、法衣（または身体を締め付けない服装）に着替
え、ＬＢＲＰを行って椅子に座り、中央の柱の行法で活性化する。



- 6 -

第 ２ 章 儀 式

参加者は、座ったまま目を閉じ、自分のアストラル的姿形を形成する。前方に光体を形成す
る。自らが輝く光の法衣を纏う様子を強く視覚化する。
光の法衣の着用が終了したら、沈黙し儀式の背後にある意味を黙想しつつ待つ。
ＤＡ、ＤＶ、ＤＰ、ＤＢの順番で神殿に入る。
順番が来たら、自分の光体の身体を立ち上がらせ、肉体を脱ぎ捨てたまま、前に進み光のト
ンネルを通過して、アストラル神殿の外庭に着地し、扉の前に立つ。マルクト神殿のヤキンと
ボアズの柱を通過し、青銅の扉に面すると、扉の表面に刻まれたＩＯＳの三文字が内側から光
を発し、扉は音もなく両側に開く。
神殿の内陣広間に通じる廊室において、入場の順番に司官たちが並ぶ。
先頭に立ち、集まった参加者を振り返るＤＡが静かに命じる。「ウシャブティを纏うべ
し。」ＤＡは、率先して「小神像（ウシャブティ）」を纏う。
すなわち頭頂の光球から光を拡散し、やわらかな膜のような形に引き延ばして、喉の光球に
結びつけ、さらに胸と背を通して、胴の光球を振動させ、腰を振動させ、最後は足下の光球を
振動させ、全身をひとつの巨大な光の膜で包み込んでしまう。その無定型のオーラの卵を好み
の神、天使、神話的形態に変化させる。この場合は、司官は顔のないアケファロスの姿形をま
とう。参加者は、文字通りエジプト神話の代理神像である直立した人間の姿をもつ霊的姿形を
纏う。

ＤＡが、マルクト神殿の市松模様の床に最初の一歩を踏み入れる。
東に立ち、呼吸と中央の柱で魔法鏡を活性化したのち、神殿の境界までオーラを拡張し、神
殿を黄金の光で満たす。これらが完全に成し遂げられたら、神殿の東の壁を背にして、西を向
き合図の鈴を鳴らす。

ＤＡの霊的な鈴の合図で、ＤＶを先頭に廊室から入場を開始する。

最初にＤＶが入室して、北、東を通過して、南の壁に行く。ＤＶは内側を向いて、玉座の前
に立つ。続いてＤＰが入室して、右回りに一周し、西壁に立つ。司官としては最後にＤＢが入
室し、１周と４分の１周り、北の壁に立つ。他の参加者は、ＤＢの後を追い、女性はそのまま
北の壁に、男性はＤＢが止まったあとさらに半周して南の壁に並ぶ。

ＤＡは、内側を向いたまま次の言葉を宣言する。
ＤＡ：「ヘカス ヘカス エステ ベベロイ Ｉ∴Ｏ∴Ｓ∴－－－ロッジの兄弟姉妹たちよ。

上位の神殿へ続く小径を辿らん。」

ＤＡは東の中央の扉に向かい《ヴェールを開く》合図を行う。その後、手にした有翼の蛇の
杖で、その上に月の召喚のユニカーサル・ヘキサグラムを描く。
正面の扉が活性化され、開け放った扉の奥に銀白色の霧が立ちこめた小径が見える。ＤＡは、
率先して小径に入り、先ほどと同じく、ＤＡ（風）－ＤＶ（火）－ＤＰ（水）－ＤＢ（地）の
象徴順序で、小径を越える。
イェソドの神殿に入る。ＤＡは、円形の神殿の西から入り、月の泉盤を跨ぐ真珠母色のアー
チを越えて、ゆっくりと正面奥の扉に辿り着く。次に入場したＤＶは、西から右へ回り込み南
を通過して、真っ先に東の正面に辿り着く。ＤＰは、ＤＶのあとから入場し、反対に左に折れ
て、北を経由してＤＶの後ろに並ぶ。ＤＡがＤＰの後ろにつく。最後に入場したＤＢが、橋を
越えて、列の最後尾につく。
ＤＶは、剣を上げ、太陽の召喚のユニカーサル・ヘクサグラムを描く。扉が活性化され、開
く。ＤＶ（火）－ＤＰ（水）－ＤＡ（風）－ＤＢ（地）の順序で、太陽神殿につながる霧の小
径を越える。
一同は太陽神殿に到着した。マルクト神殿とは逆に反太陽廻りの周行を行いながら、司官が
配置につく。先頭のＤＶは、入場した扉の前の玉座の位置で止まる。ＤＰ、ＤＡ、ＤＢはその
前を通過して右に折れて、左回りの周行コースに乗る。ＤＰは、南の玉座の前で止まる。ＤＡ、
ＤＢがその前を通過する。ＤＡは東の玉座の前で止まり、最後にＤＢが北の玉座の前で止まる。
各司官は、右手を各方位の小祭壇に置き、天上の獣帯のなかのタローのエースに接地させる。
各司官は、祭壇の方を向いて、今一度アケファロスの神の姿形を玉座に相応しい巨大な姿に拡
大していく。
全員が自分の位置についたとき、東からＤＡが発言する。
ＤＡ：「宇宙の深奥より、太陽のなかの太陽が、最初の光を発する。

虹の最上点から、大いなる風が汝を呼ぶ。
イョォォォ・・・カァァァ・・・エル。
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立 ち て 、この聖なる場を祝福されたい。
汝が御手をあげ、われらに祝福を下されたい。」

西の玉座の前にいるＤＶは背後の地平線から覆い被さるように出現する巨大な天使像をウシ
ャブティの上に纏う。アケファロスの顔のないオーラに、天使ヨカエルのテレズマ的姿形が融
合し、再形成されてＤＶの霊的外形が急激に変化する。ＤＶが答える。
ＤＶ：「われは、メレク・ヨカエル。聖なるヨドを冠する天使なり。

天上の火の運び手にして、竜の第１のとぐろを支えたり。」

北からＤＢが発言する。
ＤＢ：「深き大地の穴より、白雪に覆われた高山の頂きより、

極北の星の凍てついた光のもと、大いなる大地が汝を呼ぶ。
ヘェィィィ・・・クラァァァ・・・エル。
立ちて、この聖なる場を祝福されたい。
汝が御手をあげ、われらに祝福を下されたい。」

南の玉座の前にいるＤＰは背後の地平線から覆い被さるように出現する巨大な天使像をウシ
ャブティの上に纏う。アケファロスの顔のないオーラに、天使ヘクラエルのテレズマ的姿形が
融合し、再形成されてＤＰの霊的外形が急激に変化する。ＤＰが答える。
ＤＰ：「われは、メレク・ヘクラエル。聖なるヘーを頂く天使なり。

蒼穹の水の運び手にして、竜の第２のとぐろを支えたり。」

西からＤＶが発言する。
ＤＶ：「砂漠の灼けた砂を乾いた風が撫でる。

沸きたつ火山の内奥より、大いなる炎が汝を呼ぶ。
ヴァァァ・・・ナァァァ・・・エル。
立ちて、この聖なる場を祝福されたい。
汝が御手をあげ、われらに祝福を下されたい。」

東の玉座の前にいるＤＡは背後の地平線から覆い被さるように出現する巨大な天使像をウシ
ャブティの上に纏う。アケファロスの顔のないオーラに、天使ヴァナエルのテレズマ的姿形が
融合し、再形成されてＤＡの霊的外形が急激に変化する。ＤＡが答える。
ＤＡ：「われは、メレク・ヴァナエル。聖なるヴァウを擁する天使なり。

大いなる風の運び手にして、竜の第３のとぐろを支えたり。」

南からＤＰが発言する。
ＤＰ：「忘れられた島の浜辺より大いなる船出のときは来た。

ざわめく大海より、蒼穹の水が汝を呼ぶ。
ヒィィィ・・・ナァァァ・・・エル。
立ちて、この聖なる場を祝福されたい。
汝が御手をあげ、われらに祝福を下されたい。」

北の玉座の前にいるＤＢは背後の地平線から覆い被さるように出現する巨大な天使像をウシ
ャブティの上に纏う。アケファロスの顔のないオーラに、天使ヒナエルのテレズマ的姿形が融
合し、再形成されてＤＢの霊的外形が急激に変化する。ＤＢが答える。
ＤＢ：「われは、メレク・ヒナエル。聖なるヘーを抱く天使なり。

無窮の大地の運び手にして、竜の第４のとぐろを支えたり。」

東からＤＡが発言する。
ＤＡ：「ティファレトの天使マラキムよ。

四方位に守護聖獣たるケルビムを召喚し、玉座を固定せよ。」

ＤＶは、反転して玉座を通し、西方を向く。剣で等腕十字架とそれに外接する円を描く。
ＤＶ：「わが冠する聖なる火花により、われ汝を召喚す、翼ある獅子よ。

神聖なる火の守護獣よ、この儀式を西の玉座より守りたまえ。」
ＤＶは、内側を向く。
ＤＰは、反転して玉座を通し、南方を向く。羽毛の杖で等腕十字架とそれに外接する円を描
く 。
ＤＰ：「わが心臓に燃える聖なる火花により、われ汝を召喚す、鷲よ。

神聖なる水の守護獣よ、この儀式を南の玉座より守りたまえ。」
ＤＰは、内側を向く。
ＤＡは、反転して玉座を通し、東方を向く。杖で等腕十字架とそれに外接する円を描く。
ＤＡ：「わが背骨に渦巻く聖なる火花により、われ汝を召喚す、翼ある人よ。

神聖なる風の守護獣よ、この儀式を東の玉座より守りたまえ。」
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Ｄ Ａ は、内側を向く。
ＤＢは、反転して玉座を通し、西方を向く。鎌で等腕十字架とそれに外接する円を描く。
ＤＢ：「わが抱く聖なる火花により、われ汝を召喚す、翼ある牡牛よ。

神聖なる地の守護獣よ、この儀式を北の玉座より守りたまえ。」
ＤＢは、内側を向く。
ＤＡが、宣言する。
ＤＡ：「聖なる祭壇に敬意を捧げん。ヨカエルよ、古式に則り汝の供物を奉じたまえ。」
ＤＶが、獅子祭壇の赤絹の布をもち、中央の主祭壇に進み出、祭壇に北から南へかける。
ＤＶ：「われは初めの供物を光の源たる祭壇に捧げん。

翼あるカデシュよ、わが冠の放つ分光として、供物を受けられよ。」
ＤＶは、引き続き、獅子祭壇から香炉をもち、布の上に置く。
ＤＶ：「われは次なる供物を、初めの供物に重ね捧げん。
ＤＶは、蝋燭を運び置く。
ＤＶ：「われは第三の供物を並べ捧げん。」
ＤＶは、ボウルを運び言う。
ＤＶ：「われは最後の供物を並べ捧げん。」

ＤＢ：「ヘクラエルよ、古式に則り汝の供物を奉じたまえ。」
ＤＰが、天蠍祭壇の青絹の布をもち、中央の主祭壇に進み出、祭壇に西から東へかける。
ＤＰ：「われは初めの供物を図られざる祭壇に捧げん。

翼あるカデシュよ、わが心臓の生命の反映として、供物を受けられよ。」
ＤＰは、引き続き、天蠍祭壇から香炉をもち、布の上に置く。
ＤＰ：「われは次なる供物を、初めの供物に重ね捧げん。
ＤＰは、蝋燭を運び置く。
ＤＰ「われは第三の供物を並べ捧げん。」
ＤＰ、杯を運び言う。
ＤＰ：「われは最後の供物を並べ捧げん。」

ＤＶ：「ヴァナエルよ、古式に則り汝の供物を奉じたまえ。」
ＤＡが、宝瓶祭壇の黄絹の布をもち、中央の主祭壇に進み出、祭壇に南から北へかける。
ＤＡ：「われは初めの供物を不変の祭壇に捧げん。

翼あるカデシュよ、わが声の響きを宿せし、供物を受けられよ。」
ＤＡは、引き続き、宝瓶祭壇から香炉をもち、布の上に置く。
ＤＡ：「われは次なる供物を、初めの供物に重ね捧げん。
ＤＡは、蝋燭を運び置く。
ＤＡ：「われは第三の供物を並べ捧げん。」
ＤＡは、ボウルを運び言う。
ＤＡ：「われは最後の供物を並べ捧げん。」

ＤＰ：「ヒナエルよ、古式に則り汝の供物を奉じたまえ。」
ＤＢが、金牛祭壇の金絹の布をもち、中央の主祭壇に進み出、祭壇に東から西へかける。
ＤＢ：「われは初めの供物を図られざる祭壇に捧げん。

翼あるカデシュよ、わが心臓の生命の反映として、供物を受けられよ。」
ＤＢは、引き続き、金牛祭壇から香炉をもち、布の上に置く。
ＤＢ：「われは次なる供物を、初めの供物に重ね捧げん。
ＤＢは、蝋燭を運び置く。
ＤＢ「われは第三の供物を並べ捧げん。」
ＤＢは、ボウルを運び言う。
ＤＢ：「われは最後の供物を並べ捧げん。」

ＤＡが宣言する。
ＤＡ：「祭壇に宇宙の軸を召喚せん。」
四人の司官は、玉座を離れ祭壇に近づいて、両手を互い握り祭壇を囲む。
Ｄ Ｖ ： 「 ヨ ド 」
Ｄ Ｐ ： 「 ヘ ー 」
ＤＡ：「ヴァウ」
Ｄ Ｂ ： 「 ヘ ー 」

ＤＡが宣言する。
ＤＡ：「大いなる周行をもって、這い回る竜の術式を執行せん。」
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司 官 は 南を向き、ＤＶ、ＤＰ、ＤＡ、ＤＢの順に南の玉座に向かう。
ＤＶが玉座の前で祭壇を向き胸の前で腕を組んで止まる。
ＤＰ、ＤＡ、ＤＢがその前を通過する。最後尾にＤＶがつく。
ＤＰは、南の玉座の前で祭壇を向き胸の前で腕を組んで止まる。
ＤＡ、ＤＢ、ＤＶがその前を通過する。
以下、同じように順序を入れ替えながら、左回りに三周する。

３周目は、各玉座の前で停止した司官は、列の最後尾にはつかず、ひとりづつ人数を減じて
元の位置に戻る。

ＤＡ：「神秘なる周行は完成し、竜は天球を周回せり。
昼と夜は均衡し、春分は到来せり。」

ＤＡは祭壇に東から、ＤＶは西から近づく。
ＤＡは、ホルスのサインを行う。ＤＡとＤＶは、祭壇の上に身を乗り出し、他者に聞かれぬ
ようパスワードを交換する。
ＤＡ：「深き闇に拝礼す。光は闇より生まれたり。神殿の古きパスワードは・・・なり。」
ＤＡとＤＶは、身を離し、ＤＶがハーポクラテスのサインを行う。
今度はＤＶがホルスのサインを行い、両者は身を乗り出して、パスワードを交換する。
ＤＶ：「全き光に拝礼す。闇は光に内在せり。神殿の新しきパスワードは・・・なり。」
身を離し、ＤＡがハーポクラテスのサインを行う。

ＤＶ：「パスワードは交換された。」

司官を含めた全員が祭壇を取り囲む。

ＤＶ：「腕を組み、手と手を取りて、われらのオーラをひとつに融け合わせよう。
無敵なる主の顕現にあずかりて、われらの霊魂をひとつとなし、祭壇に注ぎ込まん。
そをもちて、この神殿は栄光の場とならん。」

全員が手を組み人間の輪のなかに祭壇を包み込む。手を放すことなく次を唱える。
ＤＶ：「主よ。われらは自らを捧げん。わが心臓と霊魂は、汝への絶ゆることなき供物となら

ん。汝が御手の技の裔を受け、汝の意志のままに与え、奪いたまえ。アーメン。」

ＤＶ：「聖なるかな、汝、宇宙の主よ！
聖なるかな、汝、自然の造らざる者よ！
聖なるかな、汝、広大にして強大なる者よ！
光と闇の主よ。」

ＤＶ：「聖なる場に神秘なる逆周行を起こさん。」
先ほどとは逆に竜の尾の順序で、ＤＢ、ＤＡ、ＤＰ、ＤＶの列が北へ向かう。
北の玉座でＤＢが列の後尾に行き、ＤＡ、ＤＰ、ＤＶ、ＤＢの列が東に向かう。
以後、同じように順序を入れ替えながら、３周し、最後の周行で自分の場に戻って止まる。

ＤＶ：「神秘なる逆周行は完成した。玉座を解放せん。」

ＤＢは、北の玉座に向き直り、鎌を用いて等腕十字と外接する円を描き、腕を胸の前で交差
して頭を垂れる。
ＤＢ：「汝が守護に感謝せん。地の守護聖獣よ。

玉座を解き放ち、緑の大地に戻りたまえ。」

ＤＡは、東の玉座に向き直り、杖を用いて等腕十字と外接する円を描き、腕を胸の前で交差
して頭を垂れる。
ＤＡ：「汝が守護に感謝せん。風の守護聖獣よ。

玉座を解き放ち、蒼穹に戻りたまえ。」

ＤＰは、南の玉座に向き直り、杖を用いて等腕十字と外接する円を描き、腕を胸の前で交差
して頭を垂れる。
ＤＰ：「汝が守護に感謝せん。水の守護聖獣よ。

玉座を解き放ち、海神の領域に戻りたまえ。」
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Ｄ Ｖ は 、西の玉座に向き直り、剣を用いて等腕十字と外接する円を描き、腕を胸の前で交差
して頭を垂れる。
ＤＶ：「汝が守護に感謝せん。火の守護聖獣よ。

玉座を解き放ち、炎の火口に戻りたまえ。」

ＤＶ：「ティファレトの天使マラキムよ。
砂時計を通り、イェツィラーに戻るときが来た。
魔術師の肉体を脱ぎ捨て、光へと帰還せん。」

ＤＢ：「主よ、われらの賛歌を聞きたまえ。大地の輝きと喜びに、感謝を捧げん。
主の栄光はあまねく地上を満たし、われらに恵みをもたらしたり。
主よ、地母神たる大地と人の子らに、愛と祝福を与えたまえ。
メレク・ヒナエルは、肉の衣を去れり。」

ＤＡ：「主よ、われらの賛歌を聞きたまえ。天の音楽の響く大空に、感謝を捧げん。
主の御言葉は、星々の歌声に彩られ、われらに希望をもたらしたり。
主よ、やさしき風と人の子らに、英知と祝福を与えたまえ。
メレク・ヴァナエルは、肉の衣を去れり。」

ＤＰ：「主よ、われらの賛歌を聞きたまえ。生命の生まれ滅する大海に、感謝を捧げん。
主の御手の指は、すべての被造物に、色鮮やかな輝きをもたらしたり。
主よ、万物の生命の母たる水と人の子らに、多様さと祝福を与えたまえ。
メレク・ヘクラエルは、肉の衣を去れり。」

ＤＶ：「主よ、われらの賛歌を聞きたまえ。躍動する炎の力に、感謝を捧げん。
主の聖なる火花は、砂のひとつぶたりと見逃さず、霊魂をもたらしたり。
主よ、久遠の霊の表象たる火と人の子らに、力と祝福を与えたまえ。
メレク・ヨカエルは、肉の衣を去れり。」

全員：「主よ、われらに祝福あれ。われらは絶えることなく汝を称えん。」

ＤＶ：「人の子らよ。マラキムは去れり。地上に帰還せん。」

ＤＢが先頭に立ち、右回りに周行する。参列者も同様に約半周し、西の扉を抜けてイェソド
神殿に向かう。ＤＶは主祭壇に１礼して、最後にティファレト神殿を去る。
イェソド神殿を素通りし、一同はマルクト神殿に帰還する。
最後に帰還したＤＶが、月の追儺のユニカーサル・ヘキサグラムを描いて小径を閉鎖し、引
き続き《ヴェールを閉じる》サインを行う。

ＤＶ：「ＩＨＳ h Ｖ ＨとＩＨＶＳ h Ｈ の御名において、
この儀式により拘束されし、すべての《霊》を解放せん。」

ＤＶは祭壇に向き直る。全員が祭壇を向く。
ＤＶ：「われは宣言する。神殿作業は終了せり。」

全員：「神殿作業は終了せり。アーメン。」

ＤＡが先頭に逆周行（左回り）を開始する。ＤＰ、ＤＢ、南の参加者、北の参加者の順でそ
の後を追い、各自が３度周行したら、作業場を出る。最後にＤＶが、退出する。
神殿の外庭でウシャブティを解放し、光の洞窟を通過して光体は自分の部屋に戻る。
静かに肉体に戻る。四肢の感覚が戻ったところで、光の法衣を脱ぐ。（特別な手順は必要な
い。）静かに目を開き、立ち上がる。

法衣を着用している場合は、沈黙のうちに着替える。
普段着に戻り、儀式についての個人的メモ（『魔法日記』用）を終わるまで、この沈黙を続
けるのが望ましい。その後は、軽い食事、飲み物等を採り、地上に帰還したことを自分自身に
印象づけること。
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